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私たちは生きものと生きものでないものをどう区別

しているのでしょうか。ときとして，生きものでない

ものに「生きものらしさ」を感じるのはどうしてなの

でしょうか。私たちが生きものらしさをどのように認

識しているのか，そして世界を認識する際にどのよう

に「意味を創る」のかに，認知心理学の観点から中京

大学の高橋康介准教授が迫ります。

Section 1

は じ め に

2016年のはじめ，たった一言「添い寝しめじ。」と
いうつぶやきとともに公開された 1枚（2本）の「し
めじ」画像がツイッター上で話題になりました（1）。

2016年 8月現在，このつぶやきは 5万回以上リツ
イートされ，5万回以上「いいね」されています。た
しかにジワジワくるこの画像，話題になるのもうなず
けます。ではなぜ，平凡な皿の上の名もなき 2本のし
めじがここまで多くの人を惹きつけたのでしょう？
本連載では，「意味を創る ― 生きものらしさの認
知心理学」と称して，ヒトが世界を認識するにあた
り「意味を創る」ことや，そこで創られる意味が「生
きもの」にバイアスされていることなど，認知心理学
（や関連する分野）の研究成果に触れつつ，しめじの謎
に迫ります。最後までおつき合いいただければ幸いで
す。連載第１回はパレイドリア現象を取り上げて「意
味を創る」ということについて考えてみます。

みんな大好きパレイドリア現象，の不思
議

パレイドリア現象とは「無意味な模様，風景，物体

などが，別の意味のある何かに見える」というもので
す。昭和の時代，人面魚というものが世を賑わしまし
たが，あれはパレイドリアです（若い人は「人面魚」で
検索してみてください）。心霊写真の多くもパレイドリ
アでしょう。星座もある意味，古代人が見たパレイド
リアかもしれません。このようにパレイドリア現象と
は，物理的現実である（視覚）入力に対して，それが
何であるか本当はわかっていながらも，過剰に意味を
創り出してしまう脳の作用であるといえるでしょう。
そんなパレイドリア，なぜかみんな大好きです。

Googleで「パレイドリア」と画像検索すると，大
量のパレイドリア画像を見つけることができます（2）。
また，「パレイドリア　まとめ」でググるとたくさん
のまとめサイトを発掘できます（3）。添い寝しめじの
例でもわかるように，ヒトは物理的現実を超えた意味
の創出をどこか「遊び」として楽しんでいるようにも
見えます。
さて，2014 年，“Seeing Jesus in toast: Neural and 

behavioral correlates of face pareidolia”（「トーストの中に
イエス・キリストを見る ― 顔パレイドリアの神経行動

相関」）（4）という研究論文が栄えあるイグノーベル賞
（神経科学部門）を受賞しました（5）。ご存じの読者も多
いでしょうが，イグノーベル賞とは「人々を笑わせ，
なおかつ考えさせる」ようなユーモアと含蓄に富んだ
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図 1　何か意味のあるパターンが見えるでしょうか ?


